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イ
タ
ー
ー
イ
チ

板
本
と
改
め
、
脇
指
計
帯
之
。
』
と
あ
る
。

イ
タ
モ
ト
板
本

4
イ
タ
マ
ヘ
モ
ノ
寂
前
者
。

イ
タ
ヤ
ヒ
ョ
ウ
シ
ロ
ウ
板
屋
長
岡
部
能
美
郡

小
松
の
町
人
。
鍔
授
に
長
じ
、
寛
永
九
年
前
回
利
常
の

命
に
よ
り
陣
川
の
上
な
る
上
辰
巳
村
の
山
腹
を
疏
泊

し
、
小
宜
野
を
経
、
水
を
城
中
に
導
い
て
防
火
の
用

に
供
し
た
。
又
斑
永
十
四
年
に
は
越
中
新
川
郡
常
願

寺
川
の
上
、
大
岩
の
近
遊
高
原
野
新
凶
用
水
の
工
を

起
し
、
中
孫
右
衛
門
・
山
本
又
四
郎
二
人
奉
行
と
な

っ
た
が
、
そ
の
濁
水
は
兵
四
郎
の
指
弾
す
る
腕
で
あ

っ
た
。
兵
四
郎
は
下
村
氏
で
、
交
際
兵
衛
の
時
大
坂

附
抵
の
芝
引
村
か
ら
小
松
に
移
住
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
ふ
。
そ
の
家
の
同
緒
曹
に
は
、
『
兵
四
郎
儀
按
屋

と
家
名
相
般
市
候
。
微
妙
院
総
御
代
後
鎚
召
出
、
御

用
制
勤
申
候
。
金
禅
御
城
へ
水
取
上
候
儀
、
=
一
盛
記

に
記
申
候
。
且
又
御
.
領
凶
御
仕
法
等
相
考
可
申
上
旨

被
鎚
仰
出
候
に
付
、
御
仕
法
政
ゲ
傑
樹
綱
郡
上
巾
候
。

右
ケ
係
書
之
拘
所
持
仕
候
。
中
略
。
右
釦
等
共
後
雨
漏

に
て
朽
領
申
候
0

・
長
四
郎
儀
承
臨
二
年
病
死
仕
候
。
』

と
あ
る
が
、
兵
四
郎
が
能
管
の
小
代
官
で
あ
っ
た
聞

に
下
村
民
四
郎
と
瞥
い
た
も
の
も
あ
る
か
ら
、
彼
が

板
屋
と
改
め
た
如
く
に
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
設
な

る
べ
く
、
そ
の
前
後
共
に
町
人
と
し
て
は
仮
屋
を
縛

し
た
の
で
あ
ら
う
。
又
世
に
滞
が
辰
巳
捌
水
築
遣
の

秘
情
漏
演
を
防
が
ん
が
録
、
兵
四
郎
を
殺
害
せ
し
め

た
と
縛
へ
る
も
、
前
記
に
よ
っ
て
説
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
或
は
活
文
四
年
五
周
横
死
し
た
土
屋
勘
四

郎
義
正
の
こ
と
を
取
謹
へ
た
か
と
思
は
れ
る
。
兵
四

郎
の
嫡
子
甚
右
衛
門
以
下
批
々
小
松
に
住
ん
で
肝
煎

役
を
勤
め
て
ゐ
た
。

イ
タ
ヲ
板
尾
・
石
川
郡
河
内
庄
に
臨
す
る
部

務。
イ
タ
ヲ
キ
コ
ウ

根
尾
担
え

一
節
。
石
川
郡
の
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に
配
し
た
。
逢
庵
亦
醤
に
巧
み
で
、
嘉
永
三
年
米
庵

の
後
を
嬰
ぎ
、
隊
二
百
五
十
石
を
受
け
た
。

イ
チ
カ
ハ
ト
タ
ア
ン
市
・
河
得
庵
名
は
周
吾
、

後
小
左
衛
門
、
更
に
三
鼎
と
改
め
た
。
逢
庵
の
子
。

天
保
五
年
生
ま
れ
、
叉
醤
を
以
て
加
賀
侯
に
仕
へ
た
。

イ
チ
カ
ハ
ペ
イ
ア
ン
市
河
米
庵
幼
名
才
次
郎
、

後
三
亥
ど
改
め
た
。
詩
は
孔
陽
。
米
庵
は
其
の
鋭
で
、

別
に
小
山
林
蛍
・
金
調
山
人
・
牢
千
筆
蹄
・
紫
斑
・
亦
煩

道
人
と
い
っ
た
。
江
戸
の
儒
寛
蹄
の
子
で
、
最
も
醤

道
に
逮
し
て
居
た
か
ら
、
文
政
四
年
正
用
前
回
湾
民

は
二
百
五
十
石
を
奥
へ
て
頭
越
に
斑
せ
し
め
、
世
子

費
壌
の
師
た
ら
し
め
た
。
是
を
以
て
金
滞
に
来
た
こ

と
も
亦
爾
三
次
で
あ
っ
た
。
嘉
永
三
年
七
十
二
歳
で

致
仕
し
、
護
老
の
資
二
十
人
扶
持
を
受
け
、
安
政
五

年
七
局
十
八
日
江
戸
で
袈
し
た
。
享
年
八
十
。
著
す

所
米
家
醤
訣
・
米
庵
墨
議
等
が
あ
る
。

イ
チ
カ
ハ
ヤ
ゴ
へ
イ
市
川
覇
軍
兵
衛
織
五
百

石
。
前
回
綱
紀
の
時
諸
士
の
邸
地
を
接
地
し
た
が
、

菊
五
兵
衛
は
親
の
時
代
に
高
椋
で
、
蹟
大
の
邸
地
を

観
普
町
附
廷
に
有
し
て
居
た
の
で
之
を
背
じ
な
か
っ

た
。
綱
紀
乃
ち
憤
り
、
高
治
二
年
奥
村
凶
幡
に
命
じ
、

御
横
目
茨
木
源
五
左
衛
門
・
山
崎
五
左
衛
門
、
捕
手

小
頭
森
川
丑
郎
左
衛
門
・
寺
尾
勘
助
を
し
て
、
そ
の
家

を
襲
う
て
弼
五
兵
衡
を
斬
殺
せ
し
め
た
。
粥
五
兵
衛

は
或
は
右
馬
助
に
も
左
馬
助
に
も
作
ら
れ
る
。

イ
チ
キ
イ
ッ
カ
ク
-
・
不
遜
角
初
め
て
前
田
利

常
に
仕
ヘ
、
勝
を
加
へ
て
七
百
石
に
至
っ
た
。
子
孫

藩
に
世
襲
し
た
。

イ
チ
タ
ズ
イ
テ
イ
以
竹
稲
貞
曹
洞
宗
の
併
。

得
町
秀
章
の
三
子
で
、
羽
咋
郡
土
田
の
遊
興
寺
を
再

興
し
た
。

イ
チ
ゲ
ン

引
い
て
い
ふ
。

-
m
服
白
山
港
質
問
起
に
泰
澄
俸
を

一
厳
は
越
前
越
智
山
下
の
人
で
あ
っ

四
四

た
が
、
十
七
歳
に
し
て
泰
澄
に
従
ひ
、
後
白
山
に
登

っ
て
蟻
演
の
商
岸
澗
中
に
隠
れ
、
慈
龍
の
苦
患
を
数

ひ
、
遂
に
強
め
死
期
を
告
げ
て
寂
し
た
と
。
慈
し
小

説
中
の
人
で
あ
ら
う
。

イ
チ
ジ
ヨ
ウ
一
索
開
軍
部
谷
内
の
内
の
小
字
。

イ
チ
ジ
ヨ
ウ
イ
ン
-
乗
院
鳳
主
郡
中
跨
甫
に

あ
っ
て
、
提
言
宗
に
鴎
す
る
。
陸
王
院
・
観
脅
院
・
謹

護
院
・
用
光
院
と
共
に
、
・
も
と
山
王
様
現
の
別
常
で

あ
っ
た
。

イ
チ
ジ
ヨ
ウ
ジ
ジ
ヨ
ウ
一
乗
寺
城
河
北
郡
北

横
根
に
あ
っ
た
。
そ
の
地
を
城
山
又
は
升
形
山
と
稽

す
る
。
加
・
越
の
界
で
ニ
凶
に
跨
っ
て
ゐ
る
。

イ
チ
ジ
ヨ
ウ
ポ
ウ
一
乗
坊
羽
咋
郡
徳
田
な
る

安
強
寺
の
衆
徒
で
、
提
言
宗
に
臨
し
た
。
今
矢
田
に

縛
じ
て
腐
る
。

イ
チ
Z

ユ
ウ
カ
タ
モ
ン

-λ
鑓
門
石
川
郡
大

莱
寺
三
十
九
代
の
住
持
。
越
前
の
入
、
山
上
氏
。
明

州
珠
心
に
授
じ
て
出
家
し
、
大
圭
海
に
業
を
受
け
、

亭
保
十
一
年
各
大
来
寺
に
首
衆
と
な
り
、
智
鍛
照
玄

に
嗣
法
し
、
十
二
年
七
周
永
平
寺
に
出
慨
し
た
。
元

文
三
年
二
周
帯
住
寺
に
移
。
、
延
亭
四
年
十
一
局
長

州
功
山
寺
に
住
し
、
質
勝
三
年
二
周
防
州
の
翻
昌
寺

に
鱒
じ
、
同
年
九
用
六
日
大
束
寺
に
入
。
開
堂
し
、

一
住
七
年
、
九
年
三
周
返
山
し
て
、
越
の
慈
現
誌
に

返
隠
し
、
明
和
二
年
庵
獄
を
改
め
て
陽
林
寺
と
践
し

た
。
四
年
六
周
回
目
七
十
八
践
に
て
絞
。

イ
チ
-
-
ヨ
ヨ
ウ
ジ
ュ
ン
一
如
孝
限
金
海
貧
困

寺
十
五
代
の
住
持
。
生
凶
は
伯
州
、
事
保
十
五
年
三

周
越
中
氷
見
光
輝
寺
よ
り
池
山
し
、
同
廿
年
十
二
周

隠
展
、
寛
保
三
年
九
周
廿
五
日
掻
化
し
た
。

イ
チ
ネ
ン
ジ
-
念
寺
鳳
歪
郡
腿
披
に
在
っ
て
、

異
宗
東
疲
に
囲
す
る
。
山
践
は
白
雲
山
。

イ
チ
ノ
ザ
カ
市
ノ
摂
.
鳳
至
郡
三
井
郷
に
園
す

山
中
な
る
板
尾
に
板
見
掛
が
あ
り
、
そ
の
附
近
に
宿

岩
又
は
堂
岩
と
い
ふ
泰
澄
大
闘
の
萄
蹴
と
い
ふ
も
の

が
あ
る
。
こ
の
替
は
そ
れ
を
見
に
行
っ
た
紀
行
で
、

春
風
に
文
化
十
一
年
卯
且
有
害
軒
澄
同
と
記
さ
れ
、

白
山
長
更
の
者
で
あ
る
。

イ
チ
ア
ン
=
ヨ
セ
イ
一
庵
如
清
留
洞
宗
の
併
。

薩
障
の
人
。
民
化
玄
惇
に
師
事
し
て
法
を
嗣
ぎ
、
総

持
寺
に
出
悦
し
た
。
能
鷺
の
紳
保
氏
、
貧
相
寺
を
立

て
‘
二
一
階
を
閉
山
と
し
、
後
総
持
寺
を
司
っ
た
。

イ
チ
オ
ン
一
穏
金
棒
時
宗
玉
泉
寺
の
情
。
第

十
七
代
結
党
院
共
阿
一
穏
と
縛
す
る
。
安
政
五
年
三

用
入
日
示
寂
。

イ
チ
ガ
イ
ハ
ヤ
以
知
我
建
白
山
田
附
谷
の
西

岸
に
在
る
。
躍
凶
に
自
然
の
確
道
が
あ
り
、
踊
践
し

て
管
る
べ
く
、
洞
口
東
に
向
か
ひ
、
蹟
さ
二
丈
ば
か

り
、
高
さ
亦
之
に
稽
ふ
。
幽
建
秀
絶
殴
る
べ
き
で
あ

る
と
記
さ
れ
る
。
務
澄
記
に
併
一
般
が
雌
議
問
俸
の

洞
中
に
隠
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
も
の
は
是
で
あ
る
。

イ
チ
カ
ハ
一
川

J
イ
チ
カ
ハ
市
川
。

イ
チ
カ
ハ
市
川
石
川
郡
横
江
郷
に
在
る
部

落
。
白
山
富
挺
般
競
中
記
録
の
白
山
本
宮
臨
時
祭
次

第
事
の
傑
に
、
『
安
貞
二
年
民
子
四
局
八
日
丁
亥
始
之

願
主
惣
民
主
法
限
成
舛
、
御
供
顕
筑
前
入
道
行
悩
横

江
一
川
住
。
』
と
あ
る
一
川
も
、
こ
の
市
川
で
あ
る
。

イ
チ
カ
ハ
サ
ン
セ
ン
市
河
三
千
種
は
三
千
、

宇
は
桃
翁
・
恭
疏
又
は
古
感
庖
と
践
し
た
。
貨
は
畿

岐
の
人
で
、
米
庵
の
養
子
と
な
る
、
最
も
小
措
を
普

く
し
、
叉
餓
銃
に
長
じ
、
吟
誌
を
愛
し
た
。
天
保
四

年
六
周
廿
七
日
三
十
八
践
を
以
て
夜
。

イ
チ
カ
ハ
ス
イ
ア
ン
市
河
謹
庵
遺
構
三
治
郎
、

部
は
三
動
、
叉
払
と
も
醤
〈
。
宰
は
士
成
、
観
は
途

庵
又
は
三
山
居
士
。
貨
は
大
嬰
寺
務
横
弁
百
翁
の
次

子
で
あ
っ
た
。
米
庵
養
っ
て
之
を
子
と
し
、
そ
の
女


